
(57)【要約】

【課題】ディスプレイ同士を容易に接続する。

【解決手段】直方体状の筐体１０の１つの面３０に映像

を表示する表示部２１が設けられている。面３０に直交

する４つの側面のうちの左側面３１には、左コネクタ部

４１が設けられており、左コネクタ部４１には、外部か

ら、映像信号が入力される。また、左側面３１と対向す

る右側面３３には、右コネクタ部４３が設けられており

、右コネクタ部４３からは、外部に、映像信号が出力さ

れる。本発明は、例えば、マルチディスプレイシステム

を構成するディスプレイに適用できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体 を 有 す る デ ィ ス プ レ イ
に お い て 、
　 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設
け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 １ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力
す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と
を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面 と 、 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 と が 対 向 す る よ う に
、 前 記 デ ィ ス プ レ イ と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ と が 配 置 さ れ た と き 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第
１ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と
が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面 が 対 向 す る よ う に 、
前 記 デ ィ ス プ レ イ と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ と が 配 置 さ れ た と き 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第 ２
の コ ネ ク タ 部 と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 １ の コ ネ ク タ 部 と が 電
気 的 に 接 続 さ れ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 に は 、 映 像 信 号 が 無 線 で 入 力 さ れ 、
前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 は 、 映 像 信 号 を 無 線 で 出 力 す る
請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 に は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 音 声 信 号 、 ま た は 制 御 信 号 も 入 力 さ れ
、
前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 か ら は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 音 声 信 号 、 ま た は 制 御 信 号 も 出 力 さ
れ る
請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外 の 第 ３ の 側 面 に 設 け
ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号 を 出
力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ
か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る 選
択 手 段 と
を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を
判 定 す る 判 定 手 段 を さ ら に 備 え 、
前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前
記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 す る
請 求 項 ５ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体 と 、
前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設 け
ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 １ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力
す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と 、
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前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外 の 第 ３ の 側 面 に 設 け ら
れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号 を 出
力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 と
を 備 え る デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を
判 定 し 、
前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記
第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ
部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る
　 ス テ ッ プ を 含 む デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体 と 、
　 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設
け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 １ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力
す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外 の 第 ３ の 側 面 に 設 け ら
れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ 部 と 、
前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号 を 出
力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ
ロ グ ラ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を
判 定 し 、
前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記
第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ
部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る
　 ス テ ッ プ を 含 む プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス プ レ イ 、 デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関
し 、 特 に 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ 同 士 を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る よ う に す る デ ィ ス プ
レ イ 、 デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tube） や 液 晶 パ ネ ル 等 の 表 示 手 段 を 有 す る 複 数 の デ ィ ス プ
レ イ 同 士 を 接 続 す る こ と で 形 成 さ れ た マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 マ ル
チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム と は 、 例 え ば 、 複 数 の 直 方 体 状 の デ ィ ス プ レ イ を 、 水 平 方 向 に ｎ
個 、 垂 直 方 向 に ｍ 個 の ｎ 個 × ｍ 個 並 べ て 配 置 し て 相 互 に 接 続 し た も の で あ り 、 か か る マ ル
チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム で は 、 例 え ば 全 体 と し て １ つ の 映 像 が 表 示 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ０ ６ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム に お い て は 、 デ ィ ス プ レ イ と 他 の デ ィ ス
プ レ イ と を 電 気 的 に 接 続 す る た め に 、 デ ィ ス プ レ イ に ケ ー ブ ル を 装 着 す る 作 業 （ デ ィ ス プ
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レ イ 同 士 を ケ ー ブ ル で 繋 ぐ 作 業 ） が 必 要 で あ っ た 。 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ の 配 置 を 変 更 し た
場 合 に 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム 全 体 と し て 適 正 な 映 像 を 表 示 さ せ る た め に 、 ケ ー ブ
ル を 装 着 し 直 す 作 業 が 必 要 に な る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 デ ィ ス プ レ イ 同 士 を 容 易 に 接
続 す る こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 第 １ の 側 面 は 、 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体
を 有 す る デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ
の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第
１ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く
と も 映 像 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面 と 、 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 と が 対 向 す る よ う に
、 前 記 デ ィ ス プ レ イ と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ と が 配 置 さ れ た と き 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第
１ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と
が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の 側 面 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面
が 対 向 す る よ う に 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ と が 配 置 さ れ た と き 、 前 記
デ ィ ス プ レ イ の 第 ２ の コ ネ ク タ 部 と 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ の 第 １ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 １
の コ ネ ク タ 部 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 に は 、 映 像 信 号 が 無 線 で 入 力 さ れ 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 に は 、 映
像 信 号 を 無 線 で 出 力 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 に は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 音 声 信 号 、 ま た は 制 御 信 号 も 入 力 さ れ
、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 か ら は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 音 声 信 号 、 ま た は 制 御 信 号 も 出 力
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ に は 、 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外
の 第 ３ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ
部 と 、 前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信
号 を 出 力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に
入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の
コ ネ ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る 選 択 手 段 と を さ ら に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 デ ィ ス プ レ イ に は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続
さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 を さ ら に 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 前 記 選 択
手 段 に は 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １
ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 は 、 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐
体 と 、 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面
に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 １ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 第
１ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力 す る 第
２ の コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外 の
第 ３ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ 部
と 、 前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号
を 出 力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 、 ま た は デ ィ ス プ レ イ を
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制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ
ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を 判 定 し 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が
接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力
さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ
ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 、 ま た は プ ロ グ ラ ム
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 プ ロ グ ラ ム は 、 記 録 媒 体 に 記 録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 第 １ の 側 面 に お い て は 、 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ
の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 １ の コ ネ ク タ 部 に は 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映
像 信 号 が 入 力 さ れ 、 前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の コ ネ ク タ 部
か ら は 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 に お い て は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス
プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ
て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映
像 信 号 の う ち の い ず れ か が 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ 部
か ら 外 部 に 出 力 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 デ ィ ス プ レ イ 同 士 を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 と 、 明 細 書 又 は 図 面 に 記 載
の 実 施 の 形 態 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 本 発 明 を サ ポ ー
ト す る 実 施 の 形 態 が 、 明 細 書 又 は 図 面 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確 認 す る た め の も の で あ る
。 従 っ て 、 明 細 書 又 は 図 面 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 に 対 応 す る 実 施 の
形 態 と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 実 施 の 形 態 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は 、 そ の
実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 逆 に
、 実 施 の 形 態 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ の こ と
は 、 そ の 実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ と を 意
味 す る も の で も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 第 １ の 側 面 は 、 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 表 示 部 ２ １ ） が １ つ の
面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体 （ 例 え ば 、 図 １ の 筐 体 １ ０ ） を 有 す る デ ィ ス プ レ イ に お い
て 、 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に
設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 １ の コ ネ ク タ 部 （ 例 え ば 、 図
１ の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ ） と 、 前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る 第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に
、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ ）
と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 デ ィ ス プ レ イ に は 、 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 側 面 以 外
の 第 ３ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 第 ３ の コ ネ ク タ
部 （ 例 え ば 、 図 １ の 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ ） と 、 前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第 ４ の 側 面 に 設 け
ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号 を 出 力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 上
コ ネ ク タ 部 ４ ４ ） と 、 前 記 第 １ の コ ネ ク タ 部 ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映
像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ 部 か
ら 外 部 に 出 力 さ せ る 選 択 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ の ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ ） と を さ
ら に 設 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ に は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続
さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ の Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ ） を さ ら に 設 け る こ
と が で き る 。 こ の 場 合 、 前 記 選 択 手 段 に は 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否
か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う
ち の い ず れ か を 選 択 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 の 制 御 方 法 、 ま た は プ ロ グ ラ ム は 、 映 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 が １ つ
の 面 に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐 体 と 、 前 記 表 示 手 段 が 設 け ら れ た 面 に 直 交 す る 前 記 筐 体 の
４ つ の 側 面 の う ち の 第 １ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ
る 第 １ の コ ネ ク タ 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ ） と 、 前 記 第 １ の 側 面 と 対 向 す る
第 ２ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 映 像 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の コ ネ ク タ 部 （ 例
え ば 、 図 １ の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ ） と 、 前 記 筐 体 の ４ つ の 側 面 の う ち の 前 記 第 １ お よ び 前 記
第 ２ の 側 面 以 外 の 第 ３ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 か ら 、 少 な く と も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る
第 ３ の コ ネ ク タ 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ ） と 、 前 記 第 ３ の 側 面 と 対 向 す る 第
４ の 側 面 に 設 け ら れ た 、 外 部 に 、 少 な く と も 、 映 像 信 号 を 出 力 す る 第 ４ の コ ネ ク タ 部 （ 例
え ば 、 図 １ の 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ ） と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ の 制 御 方 法 、 ま た は デ ィ ス プ レ
イ を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ り 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ
ネ ク タ 部 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を 判 定 し （ 例 え ば 、 図 ６ の ス テ ッ
プ Ｓ ２ お よ び ス テ ッ プ Ｓ ４ の 処 理 を 実 行 す る 図 ５ の Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ ） 、 前 記 他 の デ ィ ス プ レ
イ が 接 続 さ れ て い る か 否 か の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 部 に
入 力 さ れ る 映 像 信 号 の う ち の い ず れ か を 選 択 し 、 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 部 お よ び 前 記 第 ４ の
コ ネ ク タ 部 か ら 外 部 に 出 力 さ せ る （ 例 え ば 、 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ ３ お よ び ス テ ッ プ Ｓ ５ の 処
理 を 実 行 す る 図 ５ の Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ ） ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た デ ィ ス プ レ イ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 デ ィ ス プ レ イ は 、 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 ２ １ が １ つ の 面 ３ ０ に 設 け ら れ た 直 方 体 状 の 筐
体 １ ０ を 有 す る 。 表 示 部 ２ １ は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｒ Ｔ や 液 晶 パ ネ ル 等 で 構 成 さ れ 、 そ の 表 示 画
面 は 面 ３ ０ と ほ ぼ 一 致 し て い る 。 こ こ で 面 ３ ０ を 、 以 下 適 宜 、 表 示 面 ３ ０ と も い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 筐 体 １ ０ に お い て 、 表 示 面 ３ ０ に 直 交 す る ４ つ の 側 面 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ の う ち の
１ つ の 面 で あ る 、 例 え ば 、 向 か っ て 左 側 の 左 側 面 ３ １ に は 、 外 部 か ら 、 放 送 用 の 高 周 波 信
号 （ Ｒ Ｆ （ Radio Frequency） 信 号 ） 、 （ ベ ー ス バ ン ド の ） 映 像 信 号 、 （ ベ ー ス バ ン ド の
） 音 声 信 号 、 お よ び 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 左
側 面 ３ １ に 対 向 す る 右 側 面 ３ ３ に は 、 外 部 に 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 映 像 信 号 、 音 声 信 号
、 お よ び 制 御 信 号 を 出 力 す る 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 ４ つ の 側 面 ３ １ 乃 至 ３ ４ の う ち の 左 側 面 ３ １ お よ び 右 側 面 ３ ３ 以 外 の 側 面 の １
つ で あ る 、 例 え ば 、 下 側 面 ３ ２ に は 、 外 部 か ら 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 映 像 信 号 、 音 声 信
号 、 お よ び 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 下 側 面 ３ ２
に 対 向 す る 上 側 面 ３ ４ に は 、 外 部 に 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 、 映 像 信 号 、 音 声 信 号 、 お よ び
制 御 信 号 を 出 力 す る 上 コ ネ ク タ 部 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 以 下 、 映 像 信 号 が 入 力 さ
れ る 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ お よ び 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ を 入 力 コ ネ ク タ 部 と も い い 、 映 像 信 号 が 出
力 さ れ る 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ お よ び 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ を 出 力 コ ネ ク タ 部 と も い う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ は 、 本 発 明 を 適 用 し た マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ の 外 観 構 成 例 を 示 す 斜 視 図
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で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ に お い て 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ は 、 ９ 台 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 、 １
１ 1 , 2 、 １ １ 1 , 3 、 １ １ 2 , 1 、 １ １ 2 , 2 、 １ １ 2 , 3 、 １ １ 3 , 1 、 １ １ 3 , 2 、 １ １ 3 , 3 を 、 横 × 縦 が
３ × ３ と な る よ う に 配 置 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の サ フ ィ ッ ク ス ｉ ｊ は 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j が 、 マ
ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お い て 、 第 ｉ 行 第 ｊ 列 （ 下 か ら ｉ 行 目 で 、 左 か ら ｊ 列
目 ） に 配 置 さ れ て い る も の で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j は 、 図 １ の デ ィ ス プ レ イ と 同 一 構 成 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 各 部 に は 、 図 １ の デ ィ ス プ レ イ の 対 応 す る 各 部 に 付 し た 符
号 に サ フ ィ ク ス ｉ ｊ を 付 加 し た 符 号 を 付 し て あ る 。 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j を 特 に 区
別 す る 必 要 が な け れ ば 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 出 力 コ ネ ク タ 部 お よ び 入 力 コ ネ ク タ 部 の 構 成 例 を 示 す
平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ の 左 の 図 は 、 出 力 コ ネ ク タ 部 （ 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j と 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j ） の 構
成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
出 力 コ ネ ク タ 部 は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 が 出 力 さ れ る １ つ の Ｒ Ｆ 出 力 端 子 １ ５ １ 、 映 像 信
号 が 出 力 さ れ る ３ つ の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ａ 乃 至 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ｃ （ 例 え ば 、 Ｒ Ｃ Ａ
端 子 ） 、 左 チ ャ ン ネ ル の 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る ３ つ の 音 声 出 力 端 子 １ ５ ３ Ａ 乃 至 音 声 出 力
端 子 １ ５ ３ Ｃ 、 右 チ ャ ン ネ ル の 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る ３ つ の 音 声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ａ 乃 至 音
声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ｃ 、 並 び に 制 御 信 号 が 入 出 力 さ れ る １ つ の 制 御 端 子 １ ５ ５ （ 例 え ば 、 IE
EE（ Institute of Electrical and Electronic Engineers） 1394に 準 拠 し た 端 子 ） で 構 成
さ れ る 。 ま た 、 出 力 コ ネ ク タ 部 に は 、 電 源 と な る 電 力 を 外 部 に 供 給 す る 電 源 端 子 が さ ら に
設 け ら れ て も よ い 。 な お 、 以 下 、 こ れ ら の 信 号 端 子 を 出 力 端 子 と 総 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の 右 の 図 は 、 入 力 コ ネ ク タ 部 （ 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j と 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i , j ） の 構
成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
入 力 コ ネ ク タ 部 は 、 放 送 用 の 高 周 波 信 号 が 入 力 さ れ る １ つ の Ｒ Ｆ 入 力 端 子 １ ６ １ 、 映 像 信
号 が 入 力 さ れ る ３ つ の 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ａ 乃 至 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ｃ （ 例 え ば 、 Ｒ Ｃ Ａ
端 子 ） 、 左 チ ャ ン ネ ル の 音 声 信 号 が 入 力 さ れ る ３ つ の 音 声 入 力 端 子 １ ６ ３ Ａ 乃 至 音 声 入 力
端 子 １ ６ ３ Ｃ 、 右 チ ャ ン ネ ル の 音 声 信 号 が 入 力 さ れ る ３ つ の 音 声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ａ 乃 至 音
声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ｃ 、 並 び に 制 御 信 号 が 入 出 力 さ れ る 制 御 端 子 １ ６ ５ （ 例 え ば 、 IEEE1394
に 準 拠 し た 端 子 ） で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 入 力 コ ネ ク タ 部 に は 、 電 源 と な る 電 力 が 外 部 か ら
供 給 さ れ る 電 源 端 子 が さ ら に 設 け ら れ て も よ い 。 な お 、 以 下 、 こ れ ら の 信 号 端 子 を 入 力 端
子 と 総 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
出 力 コ ネ ク タ 部 の 出 力 端 子 と 、 入 力 コ ネ ク タ 部 の 入 力 端 子 と は 、 鏡 像 の 関 係 に な る よ う に
そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 出 力 コ ネ ク タ 部 と 入 力 コ ネ ク タ 部 と に つ い て は 、 例 え ば 、 図 ２ の マ ル チ デ ィ ス プ
レ イ シ ス テ ム １ ０ １ の よ う に 、 あ る ２ つ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j と デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1

と が 、 そ れ ぞ れ 左 側 と 右 側 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 場 合 に 、 左 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １

i , j の 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 対 応 す る 出 力 端 子 と 、 右 側 の 他 の デ
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ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 対 応 す る 入 力 端
子 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の Ｒ Ｆ 出 力 端 子 １ ５ １ と 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の Ｒ
Ｆ 入 力 端 子 １ ６ １ と が 接 続 さ れ 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ａ と 、 左 コ
ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ａ と が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j

の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ｂ と 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ｂ と が 接 続 さ
れ 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ｃ と 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 映 像 入 力
端 子 １ ６ ２ Ｃ と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 音 声 出 力 端 子 １ ５ ３ Ａ 乃
至 音 声 出 力 端 子 １ ５ ３ Ｃ 、 音 声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ａ 乃 至 音 声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ｃ 、 ま た は 制 御
端 子 １ ５ ５ と 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 音 声 入 力 端 子 １ ６ ３ Ａ 乃 至 音 声 入 力 端 子 １ ６ ３
Ｃ 、 音 声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ａ 乃 至 音 声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ｃ 、 ま た は 制 御 端 子 １ ６ ５ と が 、 そ れ
ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 右 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 に 注 目 す る と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i

, j + 1 の 左 側 面 ３ １ i , j + 1 に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 側 面 ３ ３ i , j が 対 向 す る よ う に
、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j が 配 置 さ れ た 場 合 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 側 面 ３ ３ i ,

j に 設 け ら れ た 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 出 力 端 子 が 出 力 す る 信 号 が 、 注 目 し て い る デ ィ ス プ
レ イ １ １ i , j + 1 の 左 側 面 ３ １ i , j + 1 に 設 け ら れ た 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 入 力 端 子 に 入 力
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 左 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j に 注 目 す る と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の
右 側 面 ３ ３ i , j に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 左 側 面 ３ １ i , j + 1 が 対 向 す る よ う に 、 他
の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 が 配 置 さ れ た 場 合 、 注 目 し て い る デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 側 面
３ ３ i , j に 設 け ら れ た 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j の 出 力 端 子 が 出 力 す る 信 号 が 、 他 の デ ィ ス プ レ
イ １ １ i , j + 1 の 左 側 面 ３ １ i , j + 1 に 設 け ら れ た 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 入 力 端 子 に 入 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 下 側 と 上 側 に 隣 接 す る よ う に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た ２ つ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j

と デ ィ ス プ レ イ １ １ i + 1 , j に つ い て は 、 下 側 の １ １ i , j の 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 上 コ ネ ク
タ 部 ４ ４ i , j の 出 力 端 子 と 、 上 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i + 1 , j の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 下 コ
ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 対 応 す る 入 力 端 子 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の Ｒ Ｆ 出 力 端 子 １ ５ １ と 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の Ｒ
Ｆ 入 力 端 子 １ ６ １ と が 接 続 さ れ 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ａ と 、 下 コ
ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ａ と が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j

の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ｂ と 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 映 像 入 力 端 子 １ ６ ２ Ｂ と が 接 続 さ
れ 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の 映 像 出 力 端 子 １ ５ ２ Ｃ と 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 映 像 入 力
端 子 １ ６ ２ Ｃ と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の 音 声 出 力 端 子 １ ５ ３ Ａ 乃
至 音 声 出 力 端 子 １ ５ ３ Ｃ 、 音 声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ａ 乃 至 音 声 出 力 端 子 １ ５ ４ Ｃ 、 ま た は 制 御
端 子 １ ５ ５ と 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 音 声 入 力 端 子 １ ６ ３ Ａ 乃 至 音 声 入 力 端 子 １ ６ ３
Ｃ 、 音 声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ａ 乃 至 音 声 入 力 端 子 １ ６ ４ Ｃ 、 ま た は 制 御 端 子 １ ６ ５ と が 、 そ れ
ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 上 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i + 1 , j に 注 目 す る と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i

+ 1 , j の 下 側 面 ３ ２ i + 1 , j に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 上 側 面 ３ ４ i , j が 対 向 す る よ う に
、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j が 配 置 さ れ た 場 合 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 上 側 面 ３ ４ i ,

j に 設 け ら れ た 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の 出 力 端 子 が 出 力 す る 信 号 が 、 注 目 し て い る デ ィ ス プ
レ イ １ １ i + 1 , j の 下 側 面 ３ ２ i + 1 , j に 設 け ら れ た 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 入 力 端 子 に 入 力
さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 下 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j に 注 目 す る と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の
上 側 面 ３ ４ i , j に 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i + 1 , j の 下 側 面 ３ ２ i + 1 , j が 対 向 す る よ う に 、 他
の デ ィ ス プ レ イ １ １ i + 1 , j が 配 置 さ れ た 場 合 、 注 目 し て い る デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 上 側 面
３ ４ i , j に 設 け ら れ た 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j の 出 力 端 子 が 出 力 す る 信 号 が 、 他 の デ ィ ス プ レ
イ １ １ i + 1 , j の 下 側 面 ３ ２ i + 1 , j に 設 け ら れ た 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i + 1 , j の 入 力 端 子 に 入 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j は 、 他 の デ ィ ス プ レ イ と 並 べ て 配 置 す る だ け で 、 そ
の 他 の デ ィ ス プ レ イ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る た め 、 デ ィ ス プ レ イ 同 士 の 接 続 を 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ 同 士 の 間 で の 信 号 の 入 出 力 は 、 上 述 の よ う に 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と
を 直 接 に 接 続 し て 行 う 他 、 無 線 通 信 に よ っ て 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ は 出 力 コ ネ ク タ 部 と 入 力 コ ネ ク タ 部 の 他 の 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ の 上 の 図 に 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 、 例 え ば
右 側 面 ３ ３ i , j に 設 け ら れ た 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j は 、 Ｕ Ｗ Ｂ （ Ultra Wide Band） 送 信 ア
ン テ ナ ２ ２ １ 、 電 波 吸 収 体 ２ ２ ２ 、 お よ び 連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ か ら な る 。 デ ィ ス プ レ イ
１ １ i , j + 1 の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 、 例 え ば 左 側 面 ３ １ i , j + 1 に 設 け ら れ た 左 コ ネ ク タ 部
４ １ i , j + 1 は 、 Ｕ Ｗ Ｂ 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ １ 、 電 波 吸 収 体 ２ ３ ２ 、 お よ び 空 隙 ２ ３ ３ か ら な
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j に お い て 、 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ と 連
結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ と は 、 右 側 面 ３ ３ i , j か ら 外 部 側 に 突 出 し た 凸 部 を 形 成 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 電 波 吸 収 体 ２ ２ ２ は 、 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ が 放 出 す る 電 波 が 、 デ ィ
ス プ レ イ １ １ i , j の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j や 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i , j

で 受 信 さ れ る こ と 等 を 防 止 す る た め に 、 右 側 面 ３ ３ i , j の 内 部 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 で は 、 空 隙 ２ ３ ３ が 、 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ お よ び
連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ か ら な る 凸 部 が 収 ま る 凹 部 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 Ｕ Ｗ Ｂ 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ １ が 、 空 隙 ２ ３ ３ と し て の 凹 部 の 底 面 部 分 に 設 け ら れ 、 デ ィ
ス プ レ イ １ １ i , j の Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ お よ び 連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ か ら な る 凸 部
が デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 凹 部 に な っ て い る 空 隙 ２ ３ ３ に 収 ま っ た と き に 、 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信
ア ン テ ナ ２ ２ １ が 放 出 す る 電 波 が 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 他 の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て
の 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i , j + 1 で 受 信 さ れ る こ と 等 を 防 止 す る た め に 、 電 波 吸 収 体 ２ ３ ２ が 、
空 隙 ２ ３ ３ と し て の 凹 部 の 側 面 部 分 を 囲 む よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 、 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j と 入 力 コ ネ ク
タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 と に つ い て は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j と 、 他 の デ ィ ス
プ レ イ １ １ i , j + 1 と が 、 そ れ ぞ れ 左 側 と 右 側 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ る と 、 図 ４ の 下 の
図 に 示 す よ う に 、 左 側 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 右 コ ネ ク タ 部 ４
３ i , j の Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ お よ び 連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ か ら な る 凸 部 が 、 右 側 の
デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 空 隙 ２ ３ ３ と
し て の 凹 部 に 収 ま る （ は め 込 ま れ る ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ お よ び 連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ か ら な る 凸 部 が 、 右 側 の デ ィ ス
プ レ イ １ １ i , j + 1 の 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 の 空 隙 ２ ３ ３ と し て の
凹 部 に 収 ま る と 、 そ の こ と が 、 連 結 検 出 セ ン サ ２ ２ ３ に よ っ て 検 出 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ １
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１ i , j は 、 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ か ら の 、 映 像 信 号 等 と し て の 電 波 の 放 出 を 開 始 す る
。 Ｕ Ｗ Ｂ 送 信 ア ン テ ナ ２ ２ １ が 放 出 す る 電 波 は 、 Ｕ Ｗ Ｂ 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ １ で 受 信 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 出 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j は 、 映 像 信 号 等 を 無
線 で 出 力 し 、 入 力 コ ネ ク タ 部 と し て の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 に は 、 映 像 信 号 等 が 無 線 で
入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
な お 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j お よ び 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の
左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 が 、 図 ４ に 示 し た よ う に 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i

, j の 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j 並 び に 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j + 1 お
よ び 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ i , j + 1 は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ i , j と 同 様 に 構
成 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j お よ び 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i , j 、 並 び
に 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1 の 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ i , j + 1 は 、 他 の デ ィ ス プ レ イ １ １ i , j + 1

の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ i , j + 1 と 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 内 部 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
Ｍ Ｐ Ｕ （ Micro Processing Unit） ３ １ １ は 、 メ モ リ ３ １ ７ に 記 憶 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 実
行 す る こ と に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ を 構 成 す る 各 部 を 制 御 す る 。 ま た 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は
、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 乃 至 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 従 っ て 処 理 を 行 い 、
制 御 信 号 を 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 乃 至 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 供 給 し て 外 部 に 出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の 制 御 に 基 づ い て 、 外 部 か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ ま
た は 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ た 放 送 用 の 高 周 波 信 号 の い ず れ か を 選 択 し 、 分 配 器 ３ １
４ に 供 給 す る 。 分 配 器 ３ １ ４ は 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ か ら 供 給 さ れ た 放 送 用 の 高 周 波 信
号 を 分 配 し 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ 、 お よ び チ ュ ー ナ ３ １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
チ ュ ー ナ ３ １ ５ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の 制 御 に 基 づ い て チ ャ ン ネ ル を 選 択 し 、 分 配 器 ３ １ ４ か
ら 提 供 さ れ た 放 送 用 の 高 周 波 信 号 か ら 、 選 択 さ れ た チ ャ ン ネ ル の 放 送 用 の 高 周 波 信 号 を 抽
出 し て 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 に 変 換 し 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の 制 御 に 従 い 、 外 部 か ら 左 コ ネ ク タ 部
４ １ に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 （ 左 チ ャ ネ ル お よ び 右 チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 ） 、
ま た は 、 外 部 か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 の う ち の い ず れ
か を 選 択 信 号 と し て 選 択 し 、 そ の 選 択 信 号 を 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ お よ び 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４
か ら 外 部 に 出 力 さ せ る 。 ま た 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の 制 御
に 従 い 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ か ら 供 給 さ れ る 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 、 ま た は 選 択 信 号 の う ち
の い ず れ か を 選 択 し 、 表 示 部 ２ １ に 供 給 し て 、 対 応 す る 映 像 （ 信 号 ） を 表 示 部 ２ １ に 表 示
さ せ る 。 な お 、 音 声 信 号 は 、 図 示 せ ぬ ス ピ ー カ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
メ モ リ ３ １ ７ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の 動 作 に 必 要 な デ ー
タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ と ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ と は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ の
制 御 に 従 い 、 連 動 し て 信 号 を 選 択 す る 。 す な わ ち 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ が 、
外 部 か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 を 選 択 信 号 と し て 選 択 す
る と き 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ は 、 外 部 か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力 さ れ た 放 送 用 の 高 周
波 信 号 を 選 択 す る 。 ま た 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ が 、 外 部 か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４
２ に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 を 選 択 信 号 と し て 選 択 す る と き 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ
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３ １ ３ は 、 外 部 か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ た 放 送 用 の 高 周 波 信 号 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム は 、 メ モ リ ３ １ ７ に あ ら か じ め イ ン ス ト ー ル
し て お く こ と が で き る 。 ま た 、 プ ロ グ ラ ム は 、 DVD(Digital Versatile Disc)等 の リ ム ー
バ ブ ル な 記 憶 媒 体 や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て デ ィ ス プ レ イ １ １ に 供 給
し 、 メ モ リ ３ １ ７ に イ ン ス ト ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ に よ る 信 号 選 択 処 理 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 信 号 選 択 処 理 は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 乃 至 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ の 接
続 状 態 が 変 化 し た 場 合 、 或 い は 、 必 要 に 応 じ て 、 例 え ば ユ ー ザ の 指 示 に よ っ て 、 信 号 選 択
処 理 が 要 求 さ れ た 場 合 に 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 図 ２ に 示 し た よ う な マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス
テ ム １ ０ １ の 各 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 配 置 を 表 す 配 置 情 報 を 、 後 述 す る よ う に 取 得 し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 配 置 情 報 を 基 に 左 に デ ィ ス プ レ イ が あ る か 否
か 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 左 に デ ィ ス プ レ イ が あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ
ち 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 他 の デ ィ ス プ レ イ （ の 右 コ ネ ク タ ） が 接 続 さ れ る 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ３ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 左 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力 さ れ る
高 周 波 信 号 を 選 択 す る よ う に 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ お よ び ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３
１ ６ を 制 御 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 左 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 お よ び
音 声 信 号 が 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ を 介 し て 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ お よ び 上 コ ネ
ク タ 部 ４ ４ か ら 出 力 さ れ る と と も に 、 左 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力
さ れ る 高 周 波 信 号 が 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ お よ び 分 配 器 ３ １ ４ を 介 し て 、 右 コ ネ ク タ 部
４ ３ お よ び 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 左 に デ ィ ス プ レ イ が な い と 判 定 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 例
え ば 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に ケ ー ブ ル な ど が 接 続 さ れ 、 外 部 か ら 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 映 像 信
号 等 が 入 力 さ れ て い る 場 合 に は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み
、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ 等 に 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 入 力 さ れ て い る 映 像 信 号 等 を
選 択 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 左 に デ ィ ス プ レ イ が な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４
に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 配 置 情 報 を 基 に 下 に デ ィ ス プ レ イ が あ る か 否 か 判 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 下 に デ ィ ス プ レ イ が あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、 下 コ ネ ク
タ 部 ４ ２ に 他 の デ ィ ス プ レ イ （ の 上 コ ネ ク タ ） が 接 続 さ れ て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進
み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 下 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ る 高 周 波 信
号 を 選 択 す る よ う に 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ お よ び ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ を 制
御 し て ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ に よ り 、 下 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 お よ び
音 声 信 号 が 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ を 介 し て 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ お よ び 上 コ ネ
ク タ 部 ４ ４ か ら 出 力 さ れ る と と も に 、 下 に あ る デ ィ ス プ レ イ か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力
さ れ る 高 周 波 信 号 が 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ お よ び 分 配 器 ３ １ ４ を 介 し て 、 右 コ ネ ク タ 部
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４ ３ お よ び 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 下 に デ ィ ス プ レ イ が な い と 判 定 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、
例 え ば 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に ケ ー ブ ル な ど が 接 続 さ れ 、 外 部 か ら 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 映 像
信 号 等 が 入 力 さ れ て い る 場 合 に は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ か ら ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進
み 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ 等 に 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 入 力 さ れ て い る 映 像 信 号 等
を 選 択 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 下 に デ ィ ス プ レ イ が な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、
例 え ば 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ お よ び 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ の い ず れ に も 、 映 像 信 号 等 が 入 力 さ れ
て い な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 側 ま た は 下 コ ネ
ク タ 部 ４ ２ 側 の う ち の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 側 を 選 択 す る よ う に 、 Ｒ Ｆ ス イ ッ チ ャ ３ １ ３ お よ
び ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ を 制 御 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ が 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 （ 信 号 ） を 、 表 示
部 ２ １ に 表 示 さ せ る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 （ 信 号 ） を 、 表 示 部 ２ １ に 表 示
さ せ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 図 示 せ ぬ リ モ ー ト コ マ ン ダ を 操 作
す る こ と に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ の モ ー ド が 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 を 表 示 部
２ １ に 表 示 さ せ る モ ー ド と な っ て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 ク ロ
ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ を 制 御 す る こ と に よ り 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 信 号
を 、 表 示 部 ２ １ に 出 力 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 部 ２ １ で は 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 （ 信 号 ） が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 チ ュ ー ナ ３ １ ５ が 出 力 す る 映 像 を 、 表 示 部 ２ １ に 表 示 さ
せ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ が リ モ ー ト コ マ ン ダ を 操 作 す る こ と に よ り 、
デ ィ ス プ レ イ １ １ の モ ー ド が 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 映 像 （ 信 号 ） を 表 示 部 ２ １ に 表 示 さ せ
る モ ー ド と な っ て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ
ッ チ ャ ３ １ ６ を 制 御 す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ま た は ス テ ッ プ Ｓ ５ で 右 コ ネ ク タ 部 ４
３ と 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 出 力 し た 映 像 信 号 と 同 一 の 映 像 信 号 （ 選 択 信 号 ） を 、 デ ィ ス プ レ
イ １ １ に 出 力 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 部 ２ １ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ま た は ス テ ッ プ Ｓ ５ で 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ と
上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 出 力 さ れ た 映 像 信 号 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ が 、 信 号 選 択 処 理 を 終 了 す る か ど う か を 判 定 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 信 号 選 択 処 理 を 終 了 し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り
、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 信 号 選 択 処 理 を 終 了 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、
例 え ば 、 ユ ー ザ が 信 号 選 択 処 理 を 行 わ な い よ う に リ モ ー ト コ マ ン ダ を 操 作 し た 場 合 、 信 号
選 択 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ １ で 行 わ れ る 配 置 情 報 を 取
得 す る 配 置 情 報 取 得 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 下
コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ て い る か 否 か 判 定 す る 。 な お 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に
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お い て 、 例 え ば 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ （ の 端 子 ） に か か る 電 圧 等 に 基 づ い て 、 上 コ ネ ク タ 部
４ ４ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 下 コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ て い る か ど う か を 判 定 す る 。 後 述 す る
ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ で も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 下 コ ネ ク タ 部 が 接 続
さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 上 コ ネ ク タ 部 ４
４ に 接 続 さ れ て い る 他 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 上 の デ ィ ス プ レ イ か ら 、 配 置 情 報 を 取 得 し て
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ こ で 、 配 置 情 報 が 、 例 え ば 、 上 の デ ィ ス プ レ イ が 上 か ら Ｎ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 表 す 場 合 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 そ の 配 置 情 報 に 基 づ き 、 自 身 が 上 か ら Ｎ ＋ １ 番 目 に 配 置 さ
れ て い る こ と を 認 識 し て 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 下 コ ネ ク タ 部 が
接 続 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 デ ィ ス プ
レ イ １ １ が 上 か ら １ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 し て ス
テ ッ プ Ｓ ５ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 上
コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ て い る か 否 か 判 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 上 コ ネ ク タ 部 が 接 続
さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 下 コ ネ ク タ 部 ４
２ に 接 続 さ れ て い る 他 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 下 の デ ィ ス プ レ イ か ら 、 配 置 情 報 を 取 得 し て
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ こ で 、 配 置 情 報 が 、 例 え ば 、 下 の デ ィ ス プ レ イ が 下 か ら Ｎ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 表 す 場 合 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 そ の 配 置 情 報 に 基 づ き 、 自 身 が 下 か ら Ｎ ＋ １ 番 目 に 配 置 さ
れ て い る こ と を 認 識 し て 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 上 コ ネ ク タ 部 が
接 続 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 デ ィ ス プ
レ イ １ １ が 下 か ら １ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 し て ス
テ ッ プ Ｓ ５ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 左
コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ て い る か 否 か 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に お い て 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 左 コ ネ ク タ 部 が 接 続
さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 右 コ ネ ク タ 部 ４
３ に 接 続 さ れ て い る 他 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 右 の デ ィ ス プ レ イ か ら 、 配 置 情 報 を 取 得 し て
、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ こ で 、 配 置 情 報 が 、 例 え ば 、 右 の デ ィ ス プ レ イ が 右 か ら Ｎ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 表 す 場 合 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 そ の 配 置 情 報 に 基 づ き 、 自 身 が 右 か ら Ｎ ＋ １ 番 目 に 配 置 さ
れ て い る こ と を 認 識 し て 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に お い て 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 左 コ ネ ク タ 部 が
接 続 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 デ ィ ス プ
レ イ １ １ が 右 か ら １ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 し て ス
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テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に お い て 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 右
コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ て い る か 否 か 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に お い て 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 右 コ ネ ク タ 部 が 接 続
さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 左 コ ネ ク タ 部 ４
１ に 接 続 さ れ て い る 他 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 左 の デ ィ ス プ レ イ か ら 、 配 置 情 報 を 取 得 し て
、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ こ で 、 配 置 情 報 が 、 例 え ば 、 左 の デ ィ ス プ レ イ が 左 か ら Ｎ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 表 す 場 合 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 そ の 配 置 情 報 に 基 づ き 、 自 身 が 左 か ら Ｎ ＋ １ 番 目 に 配 置 さ
れ て い る こ と を 認 識 し て 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に お い て 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ に 他 の デ ィ ス プ レ イ の 右 コ ネ ク タ 部 ４
３ が 接 続 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に 進 み 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 デ ィ
ス プ レ イ １ １ が 左 か ら １ 番 目 に 配 置 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 そ の 旨 の 配 置 情 報 を 記 憶 し
て ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ で は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ３ １ １ は 、 い ま ま で に 記 憶 し た 配 置 情 報 か ら 、 マ ル チ デ ィ
ス プ レ イ シ ス テ ム を 構 成 す る 各 デ ィ ス プ レ イ の 配 置 位 置 を 確 定 す る こ と が で き る か ど う か
を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に お い て 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム を 構 成 す る 各 デ ィ ス プ レ イ の 配
置 位 置 を 、 ま だ 確 定 す る こ と が で き な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に 戻 り 、 以 下
、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に お い て 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム を 構 成 す る 各 デ ィ ス プ レ
イ の 配 置 位 置 を 確 定 す る こ と が で き る と 判 定 さ れ た 場 合 、 リ タ ー ン す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ８ は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ に 対 す る 、 信 号 の 入 出 力 の 様 子 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 な お 、 図 ８ 、 並 び に 後 述 す る 図 ９ お よ び 図 １ ０ で は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 映 像 信
号 に の み 注 目 し て 説 明 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ で は 、 左 コ ネ ク タ ４ １ に 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 （ 左 コ ネ ク タ 部 ４
１ の 他 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ２ に も 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 を 含 む ） 、 図 ６ で 説 明 し た こ と
か ら 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ は 、 図 ８ の 左 の 図 に 示 す よ う に 、 左 コ ネ ク タ ４ １
に 外 部 か ら 入 力 さ れ た 映 像 信 号 を 選 択 し 、 右 コ ネ ク タ ４ ３ と 上 コ ネ ク タ ４ ４ の 両 方 か ら 外
部 に 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ で は 、 下 コ ネ ク タ に の み 、 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 、 図 ６ で
説 明 し た こ と か ら 、 ク ロ ス ポ イ ン ト ス イ ッ チ ャ ３ １ ６ は 、 図 ８ の 右 の 図 に 示 す よ う に 、 下
コ ネ ク タ ４ ２ （ 図 ８ で は 図 示 せ ず ） に 外 部 か ら 入 力 さ れ た 映 像 信 号 を 選 択 し 、 右 コ ネ ク タ
４ ３ と 上 コ ネ ク タ ４ ４ の 両 方 か ら 外 部 に 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ は 、 複 数 の デ ィ ス プ レ イ １ １ で 構 成 さ れ る マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ
ム １ ０ １ に お い て 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 経 路 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 な お 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ で は 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ の 最 も 左 下 に あ る デ
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ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 1 , 1 （ 図 ９ お よ び 図 １ ０ に お い て 図 示 せ ず ） に 外 部
か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ９ は 、 ９ 台 の デ ィ ス プ レ イ １ １ を 横 × 縦 が ３ × ３ 台 に な る よ う に 配 置 し た マ ル チ デ ィ
ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お け る 映 像 信 号 の 経 路 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ９ に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 は 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 1 , 1 に 外 部 か ら 映 像 信 号 が 入 力
さ れ る た め 、 そ の 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 1 , 1 に 入 力 さ れ る 映 像 信 号 を 、 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ 1 , 1 か
ら 右 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 2 に 出 力 す る と と も に 、 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ 1 , 1 か ら 上 の デ ィ ス プ
レ イ １ １ 2 , 1 に 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ 2 , 1 は 、 下 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 の み か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る た め
、 そ の 映 像 信 号 を 、 上 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 1 と 左 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 2 , 2 に 出 力 す る 。 デ
ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 1 も 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 2 , 1 と 同 様 に 、 下 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 1 の み か
ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る た め 、 そ の 映 像 信 号 を 、 上 （ 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ 3 , 1 ） か ら 出 力 す
る と と も に 、 右 （ 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ 3 , 1 ） か ら デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 2 に 出 力 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 2 ， １ １ 1 , 3 ， １ １ 2 , 2 ， １ １ 2 , 3 ， １ １ 3 , 2 、 お よ び １ １ 3 , 3 は 、 い ず れ
も 左 か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る た め 、 そ の 映 像 信 号 を 、 上 と 右 に 出 力 す る 。 以 上 の 結 果 、
例 え ば 、 最 も 右 上 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 に は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 に 入 力 さ れ た 映 像 信
号 が 、 図 ９ に お い て 太 線 で 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 ， １ １ 2 , 1 ， １ １ 3 , 1 ， お よ
び １ １ 3 , 2 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ９ の 、 横 × 縦 が ３ × ３ 台 の デ ィ ス プ レ イ １ １ で 構 成 さ れ る マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ
ム １ ０ １ か ら 、 例 え ば 、 最 上 段 の 左 か ら ２ 番 目 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 2 を 取 り 除 く と 、 マ
ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お け る 映 像 信 号 の 経 路 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 2 を 取 り 除 く と 、 最 も 右 上 の デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 に つ い て だ け 、 映
像 信 号 の 入 力 の 状 態 が 変 化 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 ９ で は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 に は 、 左 か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る が 、 図
１ ０ で は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 2 が な い の で 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 に は 、 下 か ら の み 映 像
信 号 が 入 力 さ れ る 。 こ の た め 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 は 、 図 １ ０ で は 、 下 に 入 力 さ れ た 映
像 信 号 を 、 上 と 右 か ら 出 力 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 そ の 結 果 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 3 , 3 に は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 が 、
図 １ ０ に お い て 太 線 で 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ 1 , 1 ， １ １ 2 , 1 ， １ １ 2 , 2 、 お よ び １
１ 2 , 3 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ６ お よ び 図 ８ で 説 明 し た よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ は 、 左 ま た は 下 か ら 入 力 さ れ る 映
像 信 号 の う ち の 一 方 を 選 択 し 、 す な わ ち 、 左 と 下 の 両 方 か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 に
は 、 左 か ら 入 力 さ れ る 映 像 信 号 を 選 択 し 、 下 の み か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 に は 、 そ
の 下 か ら 入 力 さ れ る 映 像 信 号 を 選 択 し 、 右 と 上 か ら 出 力 す る の で 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ
ス テ ム １ ０ １ に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 配 置 が 変 化 し て も 、 ユ ー ザ が 、 映 像 信 号 等 の
分 配 の た め に 配 線 を 繋 ぎ 変 え る 必 要 が な い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ に は 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 乃 至 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ の す べ て を 儲 け
る の で は な く 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ と 右 コ ネ ク タ 部 ４ ３ だ け を 設 け る こ と が で き る 。 た だ し
、 こ の 場 合 に は 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お い て 縦 方 向 に 配 置 さ れ る デ ィ ス
プ レ イ １ １ 同 士 は 、 ケ ー ブ ル を 用 い て 接 続 す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ １ １ ７ 】
ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ に は 、 左 コ ネ ク タ 部 ４ １ 乃 至 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ の す べ て を 儲 け る
の で は な く 、 下 コ ネ ク タ 部 ４ ３ と 上 コ ネ ク タ 部 ４ ４ だ け を 設 け る こ と が で き る 。 た だ し 、
こ の 場 合 に は 、 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お い て 横 方 向 に 配 置 さ れ る デ ィ ス プ
レ イ １ １ 同 士 は 、 ケ ー ブ ル を 用 い て 接 続 す る 必 要 が あ る 。 　
【 ０ １ １ ８ 】
　 さ ら に 、 実 施 の 形 態 で は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 左 と 下 に 入 力 コ ネ ク タ 部 を 設 け る と と も
に 、 右 と 上 に 出 力 コ ネ ク タ 部 を 設 け る よ う に し た が 、 入 力 コ ネ ク タ 部 は 、 デ ィ ス プ レ イ １
１ の 右 ま た は 上 に 設 け て も よ い 。 同 様 に 、 出 力 コ ネ ク タ 部 も 左 ま た は 下 に 設 け て も よ い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 フ ロ ー チ ャ ー ト に よ っ て 説 明 し た 各 ス テ ッ プ は 、 必 ず し も 、
記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 的 に 行 わ れ る 必 要 は な く 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ
て も よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 シ ス テ ム と は 、 複 数 の 装 置 に よ り 構 成 さ れ る 装 置 全 体 を 表 す
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た デ ィ ス プ レ イ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ の 外 観 構 成 例 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 出 力 コ ネ ク タ 部 お よ び 入 力 コ ネ ク タ 部 の 構 成 例 を 示 す 平 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 出 力 コ ネ ク タ 部 と 入 力 コ ネ ク タ 部 の 他 の 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 デ ィ ス プ レ イ １ １ の 内 部 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 デ ィ ス プ レ イ １ １ に よ る 信 号 選 択 処 理 に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ １ で 行 う 配 置 情 報 を 取 得 す る 配 置 情 報 取 得 処 理 に つ い て 説 明 す
る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 デ ィ ス プ レ イ １ １ に 対 す る 、 信 号 の 入 出 力 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 複 数 の デ ィ ス プ レ イ １ １ で 構 成 さ れ る マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お け
る 映 像 信 号 の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 複 数 の デ ィ ス プ レ イ １ １ で 構 成 さ れ る マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム １ ０ １ に お
け る 映 像 信 号 の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ２ 】
　 １ １ 　 デ ィ ス プ レ イ ， ２ １ 　 表 示 部 ， ３ １ 　 左 側 面 ， ３ ２ 　 下 側 面 ， ３ ３ 　 右 側 面 ， ３
４ 　 上 側 面 ， ４ １ 　 左 コ ネ ク タ 部 ， ４ ２ 　 下 コ ネ ク タ 部 ， ４ ３ 　 右 コ ネ ク タ 部 ， ４ ４ 　 上
コ ネ ク タ 部 ， １ ０ １ 　 マ ル チ デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム ， １ ５ １ 　 Ｒ Ｆ 出 力 端 子 ， １ ５ ２ Ａ 乃
至 １ ５ ２ Ｃ 　 映 像 出 力 端 子 ， １ ５ ３ Ａ 乃 至 １ ５ ３ Ｃ 　 音 声 出 力 端 子 ， １ ５ ４ Ａ 乃 至 １ ５ ４
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